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題    名 
 Salivary organic acids in metal allergy suspected patients and  
   non-metal allergy patients 
（金属アレルギー被疑患者と非金属アレルギー患者の唾液中の有機酸） 
                      













 被験者は金属アレルギー被疑患者 25 名（男性 10 名女性 15 名，平均年齢と標準偏差
55.2±12.1 歳，以下，金属アレルギー群とする）と非金属アレルギー患者 31 名（男性














した唾液を 3000 rpm で 1５分間遠心分離し，唾液分泌量を計算した．刺激唾液につい





唾液緩衝能，SMと LBの数については分割表分析, 各酸の濃度については Mann-Whitney 
U test を用い金属アレルギー群とコントロール群を比較した． 
 安静時唾液の平均分泌量と標準偏差は，金属アレルギー群 0.23±0.30 ml/min，コン
トロール群 0.38±0.36 ml/min であり，金属アレルギー群はコントロール群より分泌量
が有意に少なかった（p<0.05）．刺激唾液の平均分泌量と標準偏差は，金属アレルギー







差は認められなかった（唾液緩衝能：p=0.50, SM:p=0.10, LB:p=0.31）． 
 安静時唾液の酸濃度について，コントロール群と金属アレルギー群を比較すると，コ
ントロール群は金属アレルギー群より約 10 倍濃度のピルビン酸と２倍濃度の乳酸を含
み，有意差が認められた（p<0.05）．刺激唾液の酸濃度については，両群間に有意差は
認められなかった． 
 本実験の結果により，金属アレルギー群とコントロール群間で安静時唾液の性質に違
いがあることが示唆された． 
 
